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心房中隔欠損症（atrial septal defect: ASD）に対するカテーテル閉鎖術が、高齢者に
おいて有用かどうか明らかではない。我々は、高齢者、特に 75 歳以上において、ASD カテ
ーテル閉鎖術の長期予後を検討した。方法は、ASDカテーテル閉鎖術を施行した 50歳以
上の 244 例を 3 群（50-59 歳: n = 69、60-74 歳: n = 120、75 歳以上: n = 55）に分
類し、総死亡、心不全入院、脳血管障害の有無を検討した。ASD カテーテル閉鎖術後、
中央値 36か月の観察期間で、全 244症例中、18例（7%）でイベントを認めた。75歳以上
の群では 5例（9%）でイベントを認め、心疾患以外の死亡 2例、心不全入院 2例、脳梗塞
1 例であった。Kaplan-Meier 法を用いたイベントフリー生存曲線は 3 群間で有意差を認
めず（log-rank test, p = 0.780）、75 歳以上における ASD カテーテル閉鎖術の長期
予後は、比較的若年症例とほぼ同等であった。高齢者、特に 75 歳以上においても、ASD
カテーテル閉鎖術は有用である可能性が示唆された。 
